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ご 
挨 
拶 

理
事
長 

小 

島 

蘭 

幸 
 

 

早
い
梅
雨
が
明
け
て
、
日
本
列
島
は
猛
暑
、
酷
暑
が
続
い
て
い
ま
す
。

熱
中
症
対
策
を
し
て
予
防
に
つ
と
め
て
下
さ
い
。
７
・
８
月
は
台
風
も

心
配
で
す
。
甚
大
な
被
害
の
な
い
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

６
月
12
日
に
開
催
予
定
だ
っ
た
第
45
回
全
日
本
川
柳
富
山
大
会

は
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
を
考
慮
し
て
中
止
急
遽
誌
上
大
会
に
移
行
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
締
切
り
の
７
月
15
日
に
は
全
国
各
地
か
ら
多

く
の
応
募
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
の
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
５
年
前
か
ら
富
山
県
川
柳
協
会
の
皆
さ
ま
が
開
催

に
向
け
て
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
来
ら
れ
た
富
山
大
会
、
坂
下
淸

実
行
委
員
長
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

な
お
、
２
０
２
４
年
は
広
島
県
で
、
来
年
も
引
き
続
き
誌
上
大
会
と

し
て
開
催
致
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

第
37
回
国
民
文
化
祭
お
き
な
わ
２
０
２
２
は
、
10
月
30
日
の
開

催
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
お
ら
れ
ま
す
。 

 

今
年
の
春
頃
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
が
落
ち
着
い

て
き
て
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
こ
に
来
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
変
異
株
の
感
染
者
が
爆
発
的
に
増
え
て
き
て

い
ま
す
。
感
染
力
が
非
常
に
強
い
と
い
う
こ
と
で
心
配
で
す
が
、
一
日

も
早
く
収
束
し
て
、
皆
さ
ま
に
お
会
い
出
来
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

一
般
社
団
法
人
全
日
本
川
柳
協
会
は
、
今
、
加
盟
吟
社
の
拡
大
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
個
人
会
員
も
大
歓
迎
で
す
。
良
い
情
報
が
あ
り
ま

し
た
ら
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
更
に
暑
さ
が
厳
し
く
な
り
ま
す
。
感
染
症
対
策
、
熱
中
症

対
策
を
し
っ
か
り
し
て
、
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。 

日
川
協
通
信
（
129
） 

 

令
和
４
年
８
月
20
日 

 

一
般
社
団
法
人 

全 

日 

本 

川 

柳 

協 

会 
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令

和

柳

多

留

賞 

ゆ
っ
く
り
で
い
い
遅
咲
き
の
子
と
歩
く 

広 

島 

川
上 

咲
良 

 
川

柳

大

賞 
蔓
が
巻
く
鉄
条
網
を
抱
き
し
め
て 

大 

阪 

森
井 

克
子 

 

Ｎ

Ｈ

Ｋ

会

長

賞 

お
笑
い
の
合
間
に
戦
車
行
く
ニ
ュ
ー
ス 

宮 

城 

岩
渕 

徳
男 

 

日
本
青
少
年
育
成
協
会
会
長
賞 

ろ
う
そ
く
の
も
の
問
い
た
げ
な
黄
色
い
灯 

福 

井 

金
具
雄
二
郎 

 

全

日

本

川

柳

協

会

賞 

退
屈
な
デ
ー
タ
が
縁
側
で
憩
う 

静 

岡 

熊
柴 

 

豪 
 

全
日
本
川
柳
誌
上
大
会
賞 

今
日
生
き
る
一
日
分
の
ね
じ
を
巻
く 

福 

島 

安
藤 

敏
彦 

断
層
が
語
る
地
球
の
大
叙
事
詩 
茨 

城 

佐
瀬 

貴
子 

ヘ
ル
パ
ー
の
来
ぬ
日
ミ
モ
ザ
も
枯
れ
か
か
る 
埼 

玉 

北
島 

 

澪 

巻
き
上
げ
た
租
税
が
木
簡
に
残
る 
兵 
庫 

赤
井 

花
城 

記
録
的
ば
か
り
地
球
が
壊
れ
そ
う 

栃 

木 

荒
牧
や
む
茶 

 

第
一
次
選
者 

 

「 
 

黄 
 

」 
 
 
 
 

北
山 

ま
み
ど
り 

 
 
 
 

大 

嶋 

都
嗣
子 

 

「 

デ 

ー 

タ 

」 
 
 
 
 

三 

上 

博 

史 
 
 
 
 

片 

岡 

加 

代 
 

「 

巻 
 

く 

」 
 
 
 
 

柴 

垣 
 
 

一 
 
 
 
 

樋 

口 

祐 

子 
 

「 

く
っ
き
り 

」 
 
 
 
 

佐 

道 
 
 

正 
 
 
 
 

高 

木 

勇 

三 
 

「 

期 
 

待 

」 

 
 
 
 

佐 

藤 

清 

泉 
 
 
 
 

横 

尾 

信 

雄 

第
二
次
選
者
（
50
音
順
） 

 
 
 
 

黒 

川 

孤 

遊 
 
 
 
 

佐 

藤 

美 

文 
 
 
 
 

西 
 
 

恵
美
子 

 
 
 
 

松 

代 

天 

鬼 
 
 
 
 

矢 

沢 

和 

女 

第二十四回 全 日 本 川 柳 誌 上 大 会 
（令和柳多留）入 選 作 品   （参加者1,398名） 
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場 

所
＝
プ
レ
ミ
ア
ホ
テ
ル
キ
ャ
ビ
ン
大
阪 

定
足
数
の
確
認
の
あ
と
議
事
録
署
名
者
選
出 

 

議 

案 

議
案
第
１
号 

令
和
３
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件 

議
案
第
２
号 

令
和
３
年
度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

収
支
決
算
報
告
承
認
の
件 

報
告
第
１
号 

令
和
３
年
度
監
査
報
告
の
件 

議
案
第
３
号 

２
０
２
３
年
の
課
題
と
選
者
の
件 

議
案
第
４
号 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
件 

報
告
第
２
号 

表
彰
の
件 

報
告
第
３
号 

『
川
柳
マ
ガ
ジ
ン
』「
柳
静
圏
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
記
述
に
つ
い
て 

協
議
事
項 

 
 
 
 

日
川
協
組
織
強
化
の
た
め
の
課
題
と
方
策 

 
 
 
 

そ
の
他 

  

第
１
号
議
案
か
ら
第
４
号
議
案
、
そ
の
他
ま
で
慎

重
審
議
の
結
果
、
議
長
の
報
告
通
り
可
決
成
立
。
最

後
に
議
長
か
ら
謝
辞
を
述
べ
午
後
４
時
30
分
に
閉

会
し
た
。 

 

<

大
会
連
続
出
席
者> 

 

連
続
20
回
参
加 

 
 

中
澤 

 

巌
・
中
沢 

広
子 

  

連
続
30
回
参
加 

 
 

米
島 

暁
子 

 <

マ
ス
コ
ミ
柳
壇
の
指
導
を
10
年
以
上
行
っ
た
者> 

 
 

高
橋
三
鳩
枝
・
渡
辺 

松
風 

 <

第
17
回
80
歳
以
上
の
功
労
者
顕
彰> 

 
 

竹
田 

光
柳
・
津
田 

 

暹
・
本
田 

智
彦 

 
 

大
楠 

紀
子
・
大
場 

孔
晶 

 <

第
15
回
川
柳
文
学
賞> 

正 

賞
「
分
母
は
海
」 

 
 
 
 
 

西 

恵
美
子 

準 

賞
「
ひ
と
文
字
綴
り
」 

 
 
 

萩
原
奈
津
子 

 

 
令
和
４
年
度
（
６
月
23
日
） 

 
 
 

東
西
合
同
常
任
幹
事
会 

 
 
 

通

常

総

会 
 

今
後
の
全
国
大
会
予
定 

 

▼ 

広 

島 
 
 
 

２
０
２
３
年
は
誌
上
大
会
と
し
て
開
催 

 

今
後
の
国
民
文
化
祭
予
定 

 

▼ 

沖 

縄 
 
 
 

２
０
２
２
年
10
月
30
日
（
日
） 

 
 
 

豊
見
城
市
立
中
央
公
民
館 

 

▼ 

石 

川 
 
 
 

２
０
２
３
年
10
月
22
日
（
日
） 

 
 
 

七
尾
市
文
化
ホ
ー
ル 

 

▼ 

岐 

阜 
 
 
 

２
０
２
４
年
秋 

 

▼ 

長 

崎 
 
 
 

２
０
２
５
年
秋 

 

日
川
協
で
は
川
柳
の
普
及
向
上
を
目

的
と
し
て
、毎
年
１
年
間
に
出
版
さ
れ
た

川
柳
個
人
句
集
の
う
ち
、も
っ
と
も
優
れ

た
川
柳
句
集
に
対
し
て
「
川
柳
文
学
賞
」

を
授
与
し
て
い
ま
す
。 

 

２
０
２
２
年
１
月
か
ら
12
月
末
日
ま

で
に
刊
行
し
た
句
集
６
冊
及
び
同
句
集

の
概
要
説
明
書
を
２
０
２
３
年
１
月
末

日
ま
で
に
当
協
会
の
「
川
柳
文
学
賞
」
選

考
委
員
会
宛
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。沢
山

の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

第１６回 

川柳文学賞募集 

 

２
０
２
２
年
１
月
以
後
（
敬
称
略
） 

 
 
 
 
 

謹
ん
で
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
。 

逝
去
日 

 

役 

職 
 
 
 

お
名
前 

 

年
齢 

4
／
2 

元 

幹 

事 
 

飛
田 

陽
子 

81 

7
／
27 

元
常
任
幹
事 

 

三
浦 

 

宏 

85 

8
／
9 

常

任

幹

事 
 

村
上 

氷
筆 

79 
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正味財産増減計算書 
平成 3 年 4 月 1 日から平成 4 年 3 月 31 日まで            （単位：円） 

 当年度 前年度 増減 備考 

Ⅰ 一般正味財産増減の部         

  １．経常増減の部         

   （１）経常収益         

    基本財産運用益 1,384 1,183 201   

    受取入会金 21,000 21,000 0   

     柳社入会金 9,000 15,000 △ 6,000   

     個人入会金 12,000 6,000 6,000   

    受取会費 5,639,000 5,031,000 608,000   

     理事会費 528,000 408,000 120,000   

     常任幹事会費 3,120,000 2,880,000 240,000   

     正会員会費（団体） 1,897,000 1,645,000 252,000   

     正会員会費（個人） 94,000 98,000 △ 4,000   

    普及向上事業収益 9,733,353 10,565,790 △ 832,437   

     誌上大会 2,796,000 2,693,000 103,000   

     電子出版 0 148,500 △ 148,500   

     全国大会（事前） 0 1,630,000 △ 1,630,000   

     全国大会（当日） 0 3,758,000 △ 3,758,000   

     国民文化祭 4,143,300       

     表彰後援事業 67,723 50,510 17,213   

     選考協力事業 2,726,330 2,285,780 440,550   

    受取補助金等 3,912,420 1,125,280 2,787,140   

    受取寄付金 0 200,000 △ 200,000   

    雑収益 478,000 0 478,000   

      経常収益計 19,785,157 16,944,253 2,840,904   

   （２）経常費用         

    事業費 16,112,081 14,550,618 1,561,463   

     給料手当 2,851,026 2,799,726 51,300   

     臨時雇賃金 964,800 527,280 437,520   

     退職給付費用 142,500 142,500 0   

     旅費交通費 1,008,140 656,840 351,300   

     通信運搬費 2,218,862 2,031,006 187,856   

     支払手数料 8,715 6,532 2,183   

     消耗品費 270,065 88,121 181,944   

     印刷製本費 2,744,885 2,376,379 368,506   

     光熱水料費 138,180 109,524 28,656   

     賃借料 1,191,300 1,207,100 △ 15,800   

     保険料 0 0 0   

     諸謝金 2,790,784 1,896,306 894,478   

     表彰後援費 373,369 520,304 △ 146,935   

     広告宣伝費 20,000 0 20,000   

     実行委員会運営費 1,389,455 2,189,000 △ 799,545   

     雑費 0 0 0   

    管理費 1,569,197 1,171,432 397,765   

     給料手当 150,054 147,354 2,700   

     退職給与費用 7,500 7,500 0   

     福利厚生費 17,850 4,944 12,906   

     会議費 180,462 24,850 155,612   

     旅費交通費 122,700 28,120 94,580   

     通信運搬費 116,782 106,895 9,887   

     支払手数料 8,415 5,500 2,915   

     消耗品費 14,214 4,638 9,576   

     印刷製本費 59,590 0 59,590   

     光熱水料費 7,273 5,764 1,509   

     賃借料 62,700 63,532 △ 832   

     保険料 8,100 8,250 △ 150   

     法定福利費 470,739 467,432 3,307   

     租税公課 70,000 70,000 0   

     接待交際費 14,237 5,150 9,087   

     雑費 258,581 221,503 37,078   

      経常費用計 17,681,278 15,722,050 1,959,228   

    当期経常増減額 2,103,879 1,222,203 881,676   

  ２．経常外増減の部         

   （１）経常外収益         

    退職給付取崩益 0 0 0   

    経常外収益計 0 0 0   

   （２）経常外費用         

    （該当なし） 0 0 0   

    経常外費用計 0 0 0   

    当期経常外増減額 0 0 0   

   当期正味財産増減額 2,103,879 1,222,203 881,676   

   一般正味財産期首残高 5,332,421 4,110,218 1,222,203   

    一般正味財産期末残高 7,436,300 5,332,421 2,103,879   

Ⅱ 指定正味財産増減の部         

   当期指定正味財産増減額 0 0 0   

   指定正味財産期首残高 21,000,000 21,000,000 0   

    指定正味財産期末残高 21,000,000 21,000,000 0   

Ⅲ 正味財産期末残高 28,436,300 26,332,421 2,103,879   
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■
総
評 

選
考
委
員 

梅
崎 

流
青 

 

今
年
の
川
柳
文
学
賞
の
申
請
は
令
和
３
年
に
発
行
さ
れ
た
句
集
の
う
ち
、
申
請
の
あ
っ
た

13
冊
を
選
考
委
員
（
雫
石
隆
子
・
佐
藤
美
文
・
新
家
完
司
・
梅
崎
流
青
・
荒
川
佳
洋
）
の
５

名
が
選
考
し
ま
し
た
。 

 

５
月
10
日
15
時
よ
り
上
野
精
養
軒
に
お
い
て
最
終
選
考
会
を
開
催
し
、
選
考
委
員
５
名

が
一
堂
に
会
し
、
意
見
交
換
の
の
ち
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 

残
念
な
が
ら
、
今
年
も
前
回
と
同
様
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
に
考
慮
し
、
授
賞

式
は
行
わ
な
か
っ
た
。 

■
正
賞 

「
分
母
は
海
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

西 

恵
美
子
（
宮
城
） 

 
 
 

評
（
一
位
推
薦
） 

 

雫
石 

隆
子 

 

13
冊
の
句
集
を
つ
ら
つ
ら
と
読
む
。
コ
ロ
ナ
禍
も
３
年
目
に
な
る
が
、
川
柳
界
は
リ
ア
ル

句
会
や
大
会
運
営
が
難
し
い
状
態
で
低
迷
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
句
集
発
行
も
例
年
を

下
回
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
そ
の
中
で
「
分
母
は
海
」
は
秀
逸
で
あ
る
。
連
作
10
句
を
揚

げ
第
１
章
、
第
２
章
と
水
っ
ぽ
い
作
品
た
ち
で
あ
る
。
ど
の
部
分
を
取
り
上
げ
て
も
作
者
像

が
浮
き
上
が
る
。 

 

第
１
章
「
霧
を
置
く
」
の
二
物
衝
撃
法
な
ど
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
駆
使
し
た
り
、
痛
み
さ
え
美

し
く
し
て
し
ま
う
。
こ
れ
で
も
か
、
と
言
う
ほ
ど
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
高
ま
る
感
性
は
深
奥

の
豊
か
さ
だ
ろ
う
。 

 

第
２
章「
星
に
な
っ
た
君
へ
」の
50
句
ほ
ど
は
、キ
ッ
チ
ン
に
立
つ
母
の
顔
を
覗
か
せ
る
。

メ
モ
紙
に
走
り
書
き
し
た
愛
息
へ
の
思
い
を
、
こ
れ
で
も
か
と
ば
か
り
述
べ
て
い
る
。 

 

横
書
き
の
タ
イ
ト
ル
、
表
紙
の
デ
ザ
イ
ン
も
作
者
の
思
い
を
窺
わ
せ
る
。 

  
 
 

評
（
一
位
推
薦
） 

 

佐
藤 

美
文 

 

す
で
に
第
10
回
東
北
川
柳
文
学
大
賞
を
受
賞
し
て
い
る
作
品
集
で
あ
る
け
れ
ど
、
見
逃
し

出
来
な
い
作
品
集
で
あ
る
。
ど
の
作
品
も
頷
け
る
作
品
ば
か
り
で
あ
る
。
１
句
揚
げ
る
と
す

れ
ば 

 
 

「
切
り
捨
て
た
数
が
仄
か
な
香
り
す
る
」
を
揚
げ
た
い
。 

 

■
準
賞 

「
ひ
と
文
字
綴
り
」 

 
 
 
 
 
 
 

萩
原
奈
津
子
（
福
岡
） 

 
 
 

評
（
二
位
推
薦
） 

 

新
家 

完
司 

 

現
代
川
柳
の
大
き
な
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る
「
今
の
自
分
の
姿
、
今
の
自
分
の
想
い
を
詠

う
」
こ
と
の
魅
力
に
溢
れ
た
作
品
群
で
あ
っ
た
。
特
に
「
三
月
の
水
の
匂
い
に
ふ
と
気
付
く
」

や
、「
何
も
な
い
ひ
と
日
空
っ
ぽ
の
屑
籠
」「
疑
わ
ず
今
日
も
卵
の
あ
る
暮
ら
し
」
な
ど
、
難

し
い
比
喩
を
使
わ
ず
に
想
い
を
述
べ
て
、
作
者
の
日
常
が
明
確
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の

は
並
々
な
ら
ぬ
力
量
で
あ
る
。 

  
 
 

評
（
二
位
推
薦
） 

 

梅
崎 

流
青 

 

初
め
に
言
葉
あ
り
き
と
い
う
川
柳
人
は
多
い
。
一
方
で
こ
れ
ま
で
歩
い
て
来
た
道
を
振
り

返
り
、
落
と
し
て
き
た
言
葉
を
丹
念
に
拾
い
集
め
て
自
身
の
言
葉
で
表
す
川
柳
人
も
珍
し
く

は
な
い
。
句
集
「
ひ
と
文
字
綴
り
」
は
後
者
の
部
類
に
入
る
だ
ろ
う
。（
さ
さ
く
れ
た
指
は
寒

さ
の
底
を
知
る
）（
品
格
を
残
せ
と
鯛
の
骨
が
言
う
）（
両
の
手
で
持
た
ね
ば
遠
く
な
る
手
紙
）

（
君
と
い
て
何
故
か
ひ
し
ひ
し
ひ
し
孤
独
）
な
ど
に
ふ
と
見
逃
し
た
こ
れ
ま
で
も
よ
く
よ
く

目
を
洗
っ
て
み
れ
ば
一
つ
の
人
生
哲
学
と
も
い
え
る
も
の
が
。（
闘
い
を
終
え
て
軛
に
戻
る

牛
）
牛
は
紛
れ
も
な
く
自
分
自
身
。（
コ
ス
モ
ス
の
向
こ
う
に
誰
か
居
て
欲
し
い
）
ど
ん
な
強

が
り
を
言
っ
て
も
独
り
の
刑
は
厳
し
い
。（
月
だ
っ
た
か
太
陽
だ
っ
た
の
か
お
ん
な
）
平
塚
ら

い
て
う
の
こ
と
ば
を
持
ち
出
す
ま
で
も
な
い
。
作
品
の
一
つ
ひ
と
つ
が
自
身
の
手
や
足
と
し

て
作
者
と
一
体
化
、
説
得
力
を
持
た
せ
る
句
集
だ
と
い
え
よ
う
。 

第
15
回
川
柳
文
学
賞
受
賞
作
品 

正
賞
『 
分

母

は

海 

』 
 

西 
 
 

恵
美
子 

準
賞
『 

ひ

と

文

字

綴

り 

』 
 

萩 

原 

奈
津
子 



 

- 7 - 

西 

恵
美
子 

氏 

萩
原
奈
津
子 

氏 

  

      

 

■ 

主
な
掲
載
作
品
『 

分 

母 

は 

海 

』 

 
 
 
 

走
り
梅
雨
ひ
と
り
っ
き
り
の
小
舟
曳
く 

 
 
 
 

何
人
を
忘
れ
た
だ
ろ
う
稲
荷
ず
し 

 
 
 
 

カ
ラ
ン
と
氷 

追
憶
は
い
つ
も
雨 

 
 
 
 

遠
雷
や
水
蜜
桃
は
食
べ
頃
に 

 
 
 
 

泣
い
て
な
い
少
し
散
っ
て
い
る
だ
け
で
す 

 
 
 
 

豆
を
煮
る
夕
映
え
い
ち
ま
い
を
入
れ
て 

 
 
 
 

会
者
定
離
フ
ト
ン
は
い
つ
も
柔
ら
か
い 

 
 
 
 

金
平
糖
に
な
り
損
な
っ
た
薄
明
り 

 
 
 
 

引
き
潮
が
劇
場
に
な
る
一
ペ
ー
ジ 

 
 
 
 

流
灯
や
赤
い
鬼
灯
青
い
ほ
お
ず
き 

 
 
 
 

一
通
の
文
が
鎖
骨
を
出
て
い
か
ぬ 

 
 
 
 

気
ま
ぐ
れ
な
湾
で
す
手
の
平
で
群
れ
る 

■ 

主
な
掲
載
作
品
『 

ひ
と
文
字
綴
り 

』 

 
 
 
 

卵
溶
く
朝
の
光
を
混
ぜ
な
が
ら 

 
 
 
 

戦
争
を
知
ら
ぬ
私
の
さ
と
う
き
び 

 
 
 
 

こ
こ
が
よ
か
島
に
残
し
た
母
ひ
と
り 

 
 
 
 

子
ら
の
手
に
銃
が
染
ま
っ
て
い
く
世
界 

 
 
 
 

慈
愛
な
る
弥
勒
菩
薩
の
肩
の
線 

 
 
 
 

珊
瑚
礁
海
の
痛
み
の
あ
る
と
こ
ろ 

 
 
 
 

三
月
の
水
の
匂
い
に
ふ
と
気
付
く 

 
 
 
 

反
戦
歌
青
い
あ
の
日
の
蝸
牛 

 
 
 
 

闘
い
を
終
え
て
軛
に
戻
る
牛 

 
 
 
 

母
だ
か
ら
歌
い
続
け
る
反
戦
歌 

 
 
 
 

母
は
な
ぜ
嘘
を
許
し
て
く
れ
た
の
か 

 
 
 
 

リ
ラ
の
白
母
は
そ
の
後
を
語
れ
な
い 

       

令
和
３
年
11
月
30
日
発
行 

四
六
判
ソ
フ
ト
カ
バ
ー
・

頁 

日
青
森
文
芸
出
版 

平
成
３
年
12
月
１
日
発
行 

Ａ
５
判
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
・

頁 

川
柳
楠
の
会 
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日
川
協
総
会
に
思
う 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

常
任
幹
事 

徳
丸 

浩
二
（
熊
本
） 

  

６
月
23
日
、
令
和
４
年
度
通
常
総
会
に
出
席
し
た
。
ま
ず
、
役
員
の

出
席
が
９
人
（
全
20
人
中
）
と
少
な
い
の
に
驚
い
た
。
真
剣
に
協
会
の

運
営
に
関
わ
る
姿
勢
を
常
任
幹
事
他
に
示
し
て
頂
き
た
い
。 

 

こ
こ
で
は
、
３
点
に
絞
っ
て
意
見
を
述
べ
る
。
①
協
議
事
項
の
「
日

川
協
組
織
強
化
の
た
め
の
課
題
と
方
策
」、
②
審
議
事
項
の
「
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
」、
③
そ
の
他
で
あ
る
。 

 

①
に
つ
い
て
：
組
織
強
化
の
た
め
に
常
任
幹
事
を
増
や
す
取
組
み
を

し
て
い
る
が
、
複
数
の
理
事
に
よ
る
チ
ー
ム
を
作
り
具
体
的
な
戦
略
を

策
定
し
、
実
行
す
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
近
い
将
来
常
任

幹
事
を
含
め
た
業
務
分
担
を
決
定
し
て
い
く
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る

の
で
、
そ
の
先
陣
を
切
る
意
味
も
あ
る
。
ま
た
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

「
事
務
局
体
制
」
の
強
化
に
つ
い
て
は
、
事
務
局
に
地
理
的
に
近
い
大

阪
周
辺
の
常
任
幹
事
か
ら
単
純
仕
事
を
数
人
で
応
援
に
来
る
用
意
が

あ
る
こ
と
、
ま
た
静
岡
の
常
任
幹
事
か
ら
応
援
組
織
を
作
り
ラ
イ
ン
で

の
連
絡
体
制
を
編
成
し
て
は
ど
う
か
等
、
積
極
的
な
意
見
が
多
く
出
さ

れ
、
頼
も
し
く
感
じ
た
。
し
か
し
、
実
務
者
が
１
人
で
は
、
も
し
も
そ

の
１
人
が
事
故
に
あ
っ
た
場
合
や
、
業
務
が
集
中
す
る
時
期
は
、
支
障

が
出
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
財
務
上
許
さ
れ
る
な
ら
２
人
体
制
を

と
る
べ
き
と
思
う
。 

 

②
に
つ
い
て
：
ネ
ッ
ト
社
会
の
今
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
川
柳
の

普
及
啓
発
活
動
に
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
。
総
会
出
席
者
の
４
割
ほ
ど

が
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
が
判
り
、
意
外
で
あ
っ
た
し
、
そ

ん
な
社
会
に
な
っ
て
い
る
の
だ
と
実
感
し
た
。 

 

ス
マ
ホ
対
応
、
ト
ピ
ッ
ク
ス
欄
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
積
極
活
用
、
初
心
者
向
け
の
ネ
ッ
ト
句
会
の
定
期
的

運
用
な
ど
を
企
画
さ
れ
て
い
る
が
、
４
年
度
中
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
完
成

を
待
ち
望
む
。
特
に
、
初
心
者
向
け
の
ネ
ッ
ト
句
会
の
定
期
的
運
営
は
、

若
年
層
の
掘
り
起
こ
し
効
果
が
期
待
さ
れ
る
と
思
う
。 

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
作
業
・
デ
ー
タ
更
新
を
複
数
の
理
事
チ
ー
ム
に
担
当
し

て
も
ら
う
の
も
良
案
で
あ
る
。 

 

③
そ
の
他
で
あ
る
が
、「
文
芸
川
柳
」
と
い
う
言
葉
を
広
め
た
い
と

思
う
。
一
般
の
人
の
多
く
は
、
川
柳
と
言
え
ば
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
だ

と
思
っ
て
い
る
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
の
選
考
結
果
が
全
国
紙
で
発
表

さ
れ
る
が
、
全
日
本
川
柳
大
会
・
国
民
文
化
祭
川
柳
の
祭
典
の
表
彰
が

全
国
紙
に
掲
載
さ
れ
る
の
を
見
た
こ
と
が
な
い
。
地
元
紙
に
限
ら
ず
、

全
国
紙
に
掲
載
さ
れ
れ
ば
、「
文
芸
川
柳
」
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

と
思
う
。
そ
の
戦
略
を
練
り
、
実
行
す
る
こ
と
も
業
務
の
１
つ
と
し
て

分
担
す
る
よ
う
提
案
す
る
。 

 

総
じ
て
、
理
事
・
常
任
幹
事
に
よ
る
課
題
解
決
・
業
務
分
担
チ
ー
ム

の
早
期
構
成
の
必
要
性
を
感
じ
た
。
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  川柳作品募集要項（概要） 

日  時／ 令和５年１０月２２日（日）９時３０分開場 

場  所／ 七尾市文化ホール 大ホール 
      〒９２６－００２１ 石川県七尾市本府中町ヲ部３８番地 

      電話：０７６７－５３－１１６０ 

交通機関／ ＪＲ七尾駅よりタクシー４分 

      ＪＲ七尾駅よりバス４分（サンライフプラザ下車／徒歩１分） ＪＲ七尾駅より徒歩約２０分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事前投句１，０００円、当日投句１，０００円 

（ただし、海外投稿者、身体障害者手帳・精神障害者保健福祉手帳の写しを添付された方は無料） 

 ※ 募集要項および参加用紙は令和5年4月末頃配布予定です。  

           （二句詠・当日消印有効） 

  令和5年5月1日(月)～7月31日(月) 雫石 隆子（宮 城） 

「祭  り」… 梅崎 流青（福 岡） 島田 駱舟（千 葉） 

「スイーツ」… 佐藤 清泉（静 岡） 大楠 紀子（奈 良） 

「兼 ね る」… 大島 凪子（岐 阜） 新家 完司（鳥 取） 

「先  端」… 岡本  聡（石 川） 黒川 孤遊（熊 本） 

 

           （11時00分締切） 

「地  味」… 濱山 哲也（青 森） 

「プ ラ ス」… 大竹  洋（千 葉） 

「  七  」… 片岡 加代（大 阪） 

〒530‐0041 
大阪市北区天神橋2丁目北 
1-11-905 
一般社団法人全日本川柳協会 
TEL(06)6352‐2210 
FAX(06)6352‐2433 
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 日本の全柳人が、だれでも、どこからでも参加できる「全日本川柳誌上大会」（令

和柳多留第４集通巻２５号）を開催します。日川協年次大会・国民文化祭文芸大会

と並ぶ（一社）全日本川柳協会の権威ある三大年間行事ですので、こぞってご参加

ください。 

一般社団法人 全日本川柳協会 

理 事 長 小 島 蘭 幸 

 

課題と共選者（各題２句・連記） 

 「  内  」瀧尻 善英（青 森） ―― 覧のぶなが（沖 縄）共選 

 「 マスク 」鈴木さくら（秋 田） ―― 荒川八洲雄（愛 知）共選 

 「 飛 ぶ 」菅沼  匠（新 潟） ―― 西村 寛子（愛 媛）共選 

 「 青 い 」平  川柳（東 京） ―― 西 美和子（大 阪）共選 

 「 待 望 」渋川 渓舟（東 京） ―― 間瀬田紋章（宮 崎）共選 
 

第２次選者 

  天根 夢草（大 阪）、赤井 花城（兵 庫）、坂下  淸（富 山） 

  いしがみ鉄（東 京）、仁多見千絵（宮 城） 
 

参 加 費 ２，０００円（投句料・『令和柳多留第４集通巻２５号』代金含む） 
 
  賞   令和柳多留賞・川柳大賞・ＮＨＫ会長賞 

      日本青少年育成協会会長賞・全日本川柳協会賞 

      全日本川柳誌上大会賞（予定） 
 
締   切 令和５年１月３１日（火）<当日消印有効> 
 

参 加 方 法 参加用紙に記入し、参加費2,000円（振替又は小為替）とともに、

下記へご送付ください。 

 

〒530-0041 大阪市北区天神橋2丁目北1-11-905 

一般社団法人 全 日 本 川 柳 協 会 

電 話 （06）6352-2210 

ＦＡＸ （06）6352-2433 

振替口座  00970-9-3575 
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令
和
４
年
度 

80 

歳 

以 

上 

の 

功 

労 

者 

略 

歴 
  

 

（
敬
称
略
） 

千 

葉 

県 

津
田

つ

だ 
暹

す
す
む 昭

和
12
年
６
月
３
日
生 

昭
和
60
年 

作
句
開
始 

川
柳
研
究
社 

顧
問
、
千

葉
県
川
柳
作
家
連
盟 

会

長
兼
「
犬
吠
」
編
集
者
、

川
柳
人
協
会 

理
事 

講
師 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
川
柳
講
座
、
毎
日
文
化
セ

ン
タ
ー
通
信
添
削
講
座
、
つ
か
だ
川
柳
会
、
川

柳
蘇
鉄
ク
ラ
ブ
、
ハ
ー
ト
川
柳
会
、
姉
崎
川
柳

会
、
や
ま
び
こ
川
柳
、
ユ
ー
モ
ア
大
楽
川
柳
入

門
教
室
、
Ｋ
Ｇ
川
柳
サ
ロ
ン 

北
國
新
聞
文
芸
欄 

選
者 

平
成
21
年
６
月 

文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞 

 

東 

京 

都 

竹
田

た

け

だ 

光

柳

こ
う
り
ゅ
う 

昭
和
13
年
11
月
26
日
生 

昭
和
55
年 

毎
日
新
聞
に

初
投
句
。
昭
和
63
年
１
月 

川
柳
き
や
り
吟
社 

社
人
、 

   

昭
和
63
年
５
月 

川
柳
人
協
会 

会
員 

平
成
２
年
11
月 

川
柳
文
化
祭 

第
２
部 

優
勝
、

平
成
６
年
11
月 

川
柳
文
化
祭 

第
１
部 

優
勝
、

平
成
30
年 

川
柳
文
化
賞 

受
賞 

講
座
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
国
立
教
室
」
「
国
分
寺
教
室
」 

著
書
「
か
ら
し
だ
ね
」「
一
粒
の
麦
」「
川
柳
を

学
ぶ
人
た
ち
へ
」
他
多
数 

 

奈 

良 

県 

大
楠

お
お
く
す 

紀
子

の

り

こ 

昭
和
15
年
９
月
１
日
生 

番
傘
川
柳
本
社 

同
人
・

編
集
、
奈
良
番
傘
川
柳
会 

会
長
、
奈
良
県
川
柳
連
盟 

理
事
、
全
日
本
川
柳
協
会 

常
任
幹
事 

講
座
「
川
柳
の
集
い
」
「
奈
良
市
友
会
」 

 

大 

阪 

府 

本
田

ほ

ん

だ 

智
彦

と
も
ひ
こ 

昭
和
２
年
３
月
１
日
生
、
昭
和
54
年 
新
聞
投

句
開
始
、
平
成
10
年 

番
傘
く
ら
わ
ん
か
川
柳

会 

世
話
人
、
平
成
11

年 

番
傘
川
柳
本
社 

同

人
、
平
成

12

年
８
月 

よ
ど
が
わ
川
柳 

会
長

就
任 

平
成
30
年 

礒
野
い
さ
む
賞 

受
賞 

現
在
、
番
傘
川
柳
本
社 

幹
事
長
、
全
日
本
川
柳

協
会 

相
談
役
、
よ
ど
が
わ
川
柳 

会
長
、
大
阪

川
柳
の
会 

会
長 

著
書
「
て
げ
て
げ
」「
て
げ

て
げ
２
」「
本
田
智
彦 

川
柳
作
家
全
集
」 

 

山 

口 

県 

大
場

お

お

ば 

孔
晶

く
し
ょ
う 昭

和
９
年
９
月
23
日
生 

萩
川
柳
会 

顧
問
、
井
上

剣
花
坊
顕
彰
会 

会
長
、

萩
つ
ば
き
川
柳
会 

創

設
・
会
長
、
萩
ね
こ
柳
川

柳
会 

創
設
・
会
長
、
全

日
本
川
柳
協
会 

常
任
幹
事
、
萩
明
寿
会
川
柳

会 

創
設
・
会
長 

山
口
県
文
化
功
労
賞 

受
賞 

著
書
「
川
柳
作
家
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
大
場
孔
晶
」 

毎
日
新
聞
地
方
版
「
防
長
川
柳
」
選
者 
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編 

集 

後 

記 
 

★
と
も
か
く
暑
い
！
暑
い
暑
い
夏
で
し
た
。
こ
の
『
日
川
協
通
信
』
が
皆
さ
ん

の
お
手
元
に
届
く
こ
ろ
に
は
、
ニ
ッ
ポ
ン
の
秋
ら
し
い
、
す
ば
ら
し
い
気
候
に

な
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
う
祈
っ
て
お
り
ま
す
。 

★
い
ま
日
川
協
最
大
の
課
題
は
組
織
の
拡
大
・
強
化
で
す
。
加
盟
吟
社
や
常
任

幹
事
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
！ 

ま
ず
は
そ
の
た
め
の
行
動
を
起
こ
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
！
「
勧
誘
の
声
か
け
」
が
大
事
で
す
。
小
島
蘭
幸
理
事
長
も
本
通
信

の
巻
頭
で
書
い
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

★
組
織
を
強
く
す
る
と
何
が
よ
い
か
？
ま
ず
は
、
元
気
が
出
ま
す
。
元
気
の
出

る
実
践
に
た
く
さ
ん
出
会
え
る
の
で
す
。
皆
さ
ん
、
頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
か

ら
。 

★
『
令
和
柳
多
留
』
の
最
新
号
（
第
３
集
、
４
月
１
日
発
行
）
に
は
、
そ
ん
な

実
践
レ
ポ
ー
ト
を
二
編
掲
載
し
ま
し
た
。「
挑
戦
、
リ
モ
ー
ト
川
柳
大
会
」
と
「
ガ

ン
バ
レ
、
瀬
戸
南
高
校
！
」
の
二
つ
で
す
。
掘
り
起
こ
せ
ば
、
全
国
的
に
は
も

っ
と
も
っ
と
あ
る
は
ず
。
ラ
ジ
オ
川
柳
や
ジ
ュ
ニ
ア
川
柳
の
取
り
組
み
等
々
。

そ
う
し
た
実
践
を
事
務
局
ま
で
ド
シ
ド
シ
お
知
ら
せ
下
さ
い
。 

★
私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
拙
著
の
最
新
刊
『
魔
法
の
文
芸
―
川
柳
を
学
ぶ
』（
飯

塚
書
店
）
に
も
、
コ
ロ
ナ
下
の
高
校
生
が
川
柳
に
初
挑
戦
し
た
話
、
ア
イ
ド
ル

グ
ル
ー
プ
が
川
柳
を
学
ん
だ
例
、
外
国
人
留
学
生
に
リ
モ
ー
ト
で
川
柳
を
講
義

し
た
実
践
な
ど
な
ど
、
元
気
の
出
る
話
が
て
ん
こ
盛
り
で
す
。
つ
ね
に
、「
行
動

す
る
川
柳
」
で
あ
り
た
い
も
の
で
す
ネ
。 

★
徳
丸
浩
二
常
任
幹
事
が
総
会
参
加
記
を
寄
稿
し
て
く
れ
ま
し
た
。
有
り
難
う

ご
ざ
い
ま
す
。「
皆
さ
ん
の
日
川
協
」
で
す
。
皆
さ
ん
で
支
え
て
下
さ
い
。
日
川

協
は
皆
さ
ん
の
声
を
大
切
に
し
て
い
き
ま
す
。 

 

で
は
、
10
月
30
日
（
日
）
国
文
祭
お
き
な
わ
に
て
お
目
に
か
か
り
ま
し
ょ

う
。 

（
事
務
局
長 

江
畑
哲
男
） 

     日川協加盟柳社一覧表訂正・変更    2022 年 1 月以降 

頁 柳 社 名 箇 所 追 加・訂 正・変 更 内 容 

14 

19 

20 

23 

27 

28 

33 

35 

36 

40 

41 

札 幌 川 柳 社 

千 葉 北 川 柳 会 

川 柳 き や り 吟 社 

富 山 県 川 柳 協 会 

生 駒 番 傘 川 柳 会 

う め だ 番 傘 川 柳 会 

番傘くすのき川柳会 

川 柳 ク ラ ブ 大 蛇 山 

長 崎 番 傘 川 柳 会 

黒 田 る み 子 

城 川 昌 一 

代  表 

代  表 

代  表 

事 務 所 

事 務 所 

代  表 

代  表 

新 入 会 

代  表 

新 入 会 

新 入 会 

岡崎  守 〒002-8023 札幌市北区篠路３条 4-5-15-306 

林  はな 〒276-0031 八千代市八千代台北 11-16-1         TEL 047-482-2105 

安藤 波瑠 〒192-0911 東京都八王子市打越町 1523-51   TEL&FAX 042-636-0288 

岡野  滿 〒933-0806 高岡市赤祖父 634  TEL 0766-28-8220 FAX 0766-28-8221 

稲葉 良岩 〒630-0255 生駒市山崎新町 7-21               TEL 080-5327-1078 

中岡千代美 〒661-0014 尼崎市上ノ島町 2-2-26-206          TEL 06-6426-1991 

若山 宗彦 〒733-0821 広島市西区庚午北 2-6-8             TEL 082-942-0730 

山下 華子 〒836-0021 大牟田市浜町 1-8-401              TEL 090-1517-6777 

三瀬清一朗 〒850-0824 長崎市三景台町 30-22           TEL&FAX 095-825-6882 

〒779-0114 徳島県板野郡板野町羅漢山崎 3-1            TEL&FAX 088-672-0761 

〒580-0012 大阪府松原市立部 5-7-25                      TEL 090-7482-7883 


